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2015年度 第14期
水俣学講義

災害ボランティアの心構え
～水俣－阪神･淡路大震災ー東日本大震災～

被災地NGO恊働センター
村井雅清

（CODE海外災害援助市民センター）
（神戸・水俣病を告発する会）

●「自分の仕事や今までの生き様を水俣病に映し
てみたら何が見えるか」

●「水俣病は自分にとって何であったのか」など、
ご自分にしか語れない水俣病を語っていただけれ
ば・・・・・・。

＊1969年に高校を卒業し、2年後に初めて水俣を

訪問した。テレビで胎児性の被害者を見て、「こん
な理不尽なことがあっていいのか？と疑問を持っ
たことがきっかけ。

＊とにかく、今、この目で現実を見なければ・・・・、
と現地へ。

お
わ
り
に

そ
も
そ
も
私
の
原
点
的
な
体
験
と
し
て
は
、
水
俣

病
事
件
と
の
出
会
い
に
あ
る
。
当
時
、
高
校
を
卒

業
し
て
二
年
後
に
、
友
人
と
車
で
水
俣
に
行
き
、

そ
こ
で
被
害
者
と
出
会
っ
た
こ
と
か
ら
私
の
人
生

が
変
わ
っ
た
。
な
か
で
も
胎
児
性
水
俣
病
の
故
上

村
智
子
さ
ん
と
出
会
っ
た
こ
と
が
衝
撃
で
あ
り
、

「ど
う
し
て
こ
の
日
本
の
社
会
で
、
こ
の
よ
う
な
理

不
尽
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
？
」と
い
う
思
い
が
原

点
で
あ
る
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
新
書
６
月
２
５
日
発
刊

「き
っ
と
神
様
の
罰
が
あ
た
っ
た
ん
や
」

「も
う
、
モ
ノ
は
い
ら
ん
。
ぜ
い
た
く
は

い
ら
ん
」

「水
も
、
電
気
も
、
何
も
か
も
、
ム
ダ
に

使
う
と
っ
た
」

「消
防
も
、
警
察
も
こ
う
へ
ん
。
い
ざ
と

い
う
と
き
は
、

や
っ
ぱ
り
、
ご
近
所
さ
ん
や
」

「こ
れ
か
ら
は
、
自
然
を
い
じ
め
ん
の

や
め
と
こ
」

（市
民
が
つ
く
る
復
興
計
画
よ
り
）
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わ
た
し
た
ち
は
、
敗
戦
か
ら
立
ち
上
が
る

た
め
に
、
ひ
た
す
ら
生
活
の
豊
か
さ
を
め

ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
ら
を
後
回
し

に
し
て
、
階
段
を
上
り
つ
づ
け
て
き
た
。
ま

だ
ま
だ
豊
か
さ
を
手
に
し
て
い
な
い
と
あ
せ

り
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
モ
ノ
を
求
め
、
他
の
人
よ

り
も
よ
い
生
活
が
あ
る
は
ず
だ
と
押
し
の

け
、
競
い
合
っ
た
。
そ
し
て
、
あ
の
日
、
私
た

ち
が
見
た
も
の
は
、
戦
後
五
十
年
の
虚
像

で
は
な
か
っ
た
か
。
ユ
ー
ト
ピ
ア
が
ま
ぼ
ろ

し
で
あ
っ
て
も
、
あ
の
短
い
日
々
に
見
た
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
求
め
て
い
く
べ

き
も
の
が
何
か
を
指
し
示
し
て
く
れ
て
い

る
。

（『
市
民
が
つ
く
る
復
興
計
画～

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～
』

市
民
とN

G
O

の
「
防
災
」国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

編
）

ーこれまで・これから戦後７０年ー

奇跡と言われた戦後復興の裏で、日本各地はすさまじい公害に見舞われた。空
はスモッグに覆われ、どぶ川には悪臭が漂い、「公害先進国」とまで言われた。
今では環境規制が強化され、汚染は大幅に削減された。だが、一度破壊された
健康は戻らず、患者の苦しみは続く。大量生産、大量消費、大量廃棄に明け暮
れ、人命より経済成長を優先した失敗から我々は何を学ぶべきか。

（
15
・10
・5

毎
日
新
聞
）

公
害
健
康
被
害
補
償
法
に
よ
る
公
害
発
生
地
域

そ
の
内

四
大
公
害

＊
新
潟
水
俣
病

＊
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病

＊
（四
日
市
）
ぜ
ん
そ
く

＊
水
俣
病

そ
の
他
大
気
汚
染

千
葉
市
・富
士
市
・名
古
屋
市
・東
海
市
・大
阪
市･

豊
中

市･

吹
田
市
・堺
市
・守
口
市
・東
大
阪
市
・八
尾
市
・
尼
崎

市
・備
前
市
・倉
敷
市
・玉
野
市
・北
九
州
市
・大
牟
田
市
等

戦
後
７
０
年
の
己
が
足
下
を
見
つ
め
、
持
続
可
能
な
社
会
の

た
め
に
産
業
や
経
済
を
い
か
に
し
て
新
し
い
座
標
軸
で
捉
え

直
す
か
、
縮
小
す
る
社
会
を
い
か
に
再
構
築
す
る
か
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
智
恵
を
絞
り
、
天
変
地
異
を
な
ん
と
か
や

り
過
ご
し
な
が
ら
自
分
の
足
で
立
つ
の
み
で
あ
る
。

（
15
・8
・29

毎
日
新
聞
）
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ー
ー
水
俣
病
の
経
験
か
ら
学
ぶ
べ
き
教
訓
は
な

ん
で
し
ょ
う
か
。

タ
チ
の
悪
い
企
業
が
偶
然
し
で
か
し
た
犯
罪
で

は
な
く
、
構
造
的
な
問
題
な
ん
で
す
。
あ
あ
し
た

犠
牲
を
地
域
住
民
に
強
い
る
こ
と
で
し
か
、
高
度

成
長
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
陰
の
部

分
に
ま
だ
メ
ス
が
十
分
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
学

者
も
評
論
だ
け
書
い
て
い
れ
ば
い
い
わ
け
じ
ゃ
な

い
。
福
島
の
原
発
事
故
も
、
調
査
団
を
つ
く
り
徹

底
的
な
各
角
度
か
ら
分
析
す
べ
き
な
ん
で
す
。
そ

う
で
な
い
と
全
体
像
が
後
世
に
記
録
と
し
て
残
ら

な
い
。
大
き
な
社
会
問
題
に
対
し
て
、
学
者
は
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
的
責
任
を
果
た
し
、
地

域
に
お
返
し
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

（
聞
き
手
・
樋
口
大
二
）

（朝
日
新
聞
夕
刊
、
２
０
１
５
・３
・２
７
、
「人
生
の
贈
り
も

の
」
歴
史
家

色
川
大
吉
（８
９
）

差
別
も
医
学
も

水
俣
を
多
角
的
に
分
析
）

相馬市であった意見発表会で聞いた小6の男子の言
葉にハッとさせられた。「復興への道のりは2、30年は

かかることと思います。それは、私たちの人生そのも
のでもあります」

（
11
・
6
・
20

朝
日
新
聞
）

震
災
関
連
死
（災
害
後
の
避
難
時
の
健
康
悪
化

や
避
難
所
の
劣
悪
な
環
境
、
長
期
に
わ
た
る
避

難
生
活
か
ら
来
る
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
健
康
被
害

な
ど
が
原
因
で
亡
く
な
っ
た
死
）

＊
福
島
県
ー
1
９
１
４
名

（復
興
庁

２
０
１
５
・３
発
表
）

（
11
・
5
・
25

朝
日
新
聞
）
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（
15
・9
・17

神
戸
新
聞
）

「
震
災
で
起
き
た
こ
と
に
新
し
い
も
の
は
な
く
、
見
え
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
露
呈
し
た
」「あ
の
人
た
ち
が
（
水
俣
の
人

た
ち
）
獲
得
し
た
英
知
を
継
承
し
て
ふ
く
し
ま
で
何
か
で
き

な
い
か
を
考
え
て
い
る
」若
松
英
輔

縄文１万年の歴史

縄文時代は1万年もの間、平和な生活が続いた、世界に類のない文明。

北海道南部～東北北部の海抜１５ｍの台地に住み、港を持ち、日本全
国と交流。

外国

×1000年 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 1 2

日本 縄文時代 三内丸山

エジプト外国

×1000年 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 1 2

日本 縄文時代 三内丸山

エジプト

クレオパトラ

ツタンカーメン

始皇帝

モハメッド、
聖徳太子

ソクラテス、プラトン

ヒッタイト古王国

巨大津波

古代ローマ

20世紀

弥生時代

「東
の
海
の
向
こ
う
に
は
、
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
（海
の
か

な
た
の
聖
地
）が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
島
こ
そ
が
、
こ
の
地
上
こ
そ
が
、
ニ
ラ
イ
カ
ナ

イ
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
」

（2015.10.12 神戸新聞）

沖
縄･

辺
野
古
の
海
を
埋
め
立
て
て
米
軍
基
地
を
つ
く
る
こ

と
を
、
沖
縄
の
自
然
は
ゆ
る
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
質

的
な
改
憲
で
あ
る
安
保
法
制
を
自
然
は
許
し
て
い
る
の
か
。

軍
事
力
を
増
強
し
て
威
嚇
し
合
う
現
代
世
界
の
あ
り
方
を
、

自
然
は
喜
ん
で
い
る
の
か
。
原
発
再
稼
動
を
、
自
然
は
許
可

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
15
・9
・27

東
京
新
聞
）
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東
北
に
、
と
り
わ
け
福
島
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
生

き
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
新
し
い
暮
ら
し

や
生
業
の
か
た
ち
を
前
向
き
に
創
造
し
て
み
せ

る
こ
と
な
し
に
は
、
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
２
０

１
１
年
の
三
陸
や
福
島
は
、
一
九
九
五
年
の
神
戸

か
ら
は
は
る
か
に
隔
絶
し
た
、
い
わ
ば
次
元
を
異

に
す
る
時
代
の
な
か
へ
と
漂
流
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
ど
れ
だ
け
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
東
北
は
し

た
た
か
に
・し
な
や
か
に
、
み
ず
か
ら
の
未
来
を

草
の
根
の
力
で
創
造
し
て
ゆ
く
し
か
な
い
。
そ
の

覚
悟
だ
け
は
、
い
ま
・こ
こ
で
固
め
る
し
か
な
い
。

（『
赤
坂
憲
雄

震
災
考

２
０
１
１
・３
～
２
０
１
４
・２
』

藤
原
書
店

２
０
１
４
年
２
月
２
８
日
発
行
）

（
15
・6
・12

朝
日
新
聞
）

◎
帰
り
た
く
て
も
、
帰
れ
な
い
（福
島
）県
外
避
難

者
ー
益
々
孤
立
す
る
。

移
動
の
自
由
・二
重
の
住
民
表
を
持
つ
権
利
を
認

め
る
必
要
が
あ
る
。
ー
い
つ
か
帰
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
帰
る
た
め
に
・
・・・・・。

災害ボランティアの心構え
～水俣－阪神･淡路大震災ー東日本大震災～
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（
14
・
7
・
23

朝
日
新
聞
）

阪神･淡路大震災の３つの特徴

１、成熟した都市を襲った災害
死者数は災害史上最悪となった。

２、超高齢化社会の課題を先取りした災害
阪神･淡路大震災の時は、高齢化率
１５％だった。

３、ボランティアの活躍
→ボランティア元年という言葉が生まれる
1年間で138万人のボランティアが
集まった。当時神戸市の人口は１５０万人

ボランティア元年

日本全国から最大で1日20,000人のボランティアが駆けつけ、その
数は1年間で延べ 1,380,000人にのぼった（2ヶ月で100万人を超え
た）。１００万人の内、初心者が６０％～７０％も占めた。
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ボランティアによる多彩な活動が、被災者にとっ
ても豊かな人間関係をつくる。

・介護、看護、病院送迎、心のケアー

•引っ越し手伝い、イベント紹介

•何でも相談、お茶会、話し相手（足湯ボランティア）

•入浴サービス、家事手伝い、買い物代行、バザー

•学習サポート、子どものサポート、託児代行、

•ＤＶ被災者支援

•避難所やテント生活のサポート、洗濯ボラ

•炊き出し（鍋釜作戦）

•個別のニーズ対応（アトピー食、糖尿病食）

•大工ボランティア、避難所から地域再建（魚崎地区）

•自然環境保護運動、ペット救済活動

•読経ボランティア

•災害時最優先配慮者のサポート

（2008.6.27 神戸新聞）

「何もできないかもしれないけど、

何か役に立つんじゃないか？」

何もできないかも知れないからこそ、

何でもできるのでは？

弱いからこそ剛より柔

不
条
理
を
抱
き
し
め
て
～
震
災
と
哲
学
③

「公
式
の
な
い
、
非
定
形
の
活
動
と
し
て
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
有
効
性
を
考
え
た
。
」

（立
命
館
大
学
教
授

津
止
正
敏
）

「何
か
の
た
め
に
と
い
う
道
理
が
な
く
て
も

関
わ
っ
て
い
く
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
そ
れ
を

し
な
く
て
も
責
め
ら
れ
な
い
の
に
、
そ
う
せ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
手
を
差
し
伸
べ
て

い
る
だ
け
。
」道
理
を
超
え
た
不
条
理
な
世

界
に
は
、
道
理
を
排
し
た
「非
定
形
」な
対
応

が
有
効
と
い
う
こ
と
か
。

（朝
日
新
聞
、
２
０
１
２
・
3
・
19
）

～不良ボランティアが社会を変える～

不良→型にはまらない→不領（域）
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
自
ら
発
見
し
開
拓
し

た
現
代
な
ら
で
は
の
意
味
と
は
、
制
度
化
の

発
達
に
よ
っ
て
硬
直
化
し
た
社
会
の
仕
組
み

（
特
に
行
政
の
し
く
み
）の
「
隙
間
」
を
行
動
に

よ
っ
て
埋
め
た
り
縫
合
し
た
り
し
つ
つ
、

人
々
と
社
会
に
「新
し
い
価
値
観
」の
共
有
を

呼
び
か
け
、
社
会
の
仕
組
み
の
解
体
・
再
構

築
を
は
か
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ

の
意
味
で
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
だ
っ
た

の
だ
。
新
し
い
市
民
社
会
の
構
築
の
哲
学
が
、

そ
こ
に
は
あ
る
。

『
柳
田
邦
男
「
想
定
外
」の
罠

大
震
災
と
原
発
』
（
文
藝
春
秋
、
20
11
・
9
・
15
第
一
刷
発
行
）

故
草
地
賢
一
（牧
師
）
は
、
阪
神･

淡
路
大

震
災
か
ら
2
日
後
に
「
阪
神
大
震
災
地
元

Ｎ
Ｇ
Ｏ
救
援
連
絡
会
議
」を
立
ち
上
げ
る
。生きることは、分かちあうこと。

「
言
わ
れ
な
く
て
も
す
る
が
、

言
わ
れ
て
も
し
な
い
。
」

私たちの民主主義では、私たちが意識しているかどうか
は別として、最後の一人は必ず切り捨てられる。NGOは、
その最後の一人を代表することを任務としています。私
たちの経験では、多数者は強く、議会でも多数派を占め、
行政をも牛耳る。ということは、支援は社会から来る、つ
まり、具体的には、行政からの支援であるので、最後の
一人には届かない可能性が高くなります。そこで、NGO
は、踏んづけられても声も上げられない、行政から抜け
落ちる支援に力を注ぎます。多数決原理から考えても多
数者の幸福は実現できるので、NGOは社会的な弱者を
代表し、その幸福を図るのです。
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災害対策基本法の改正案の閣議決定（新設）
（２０１３・６）
基本理念

（国及び地方公共団体とボランティアとの連携）
第五条の三

国及び地方公共団体は、ボランティアによる防災活動が
災害（新設）時において果たす役割の重要性に鑑み、そ
の自主性を尊重しつつ、ボランティアとの連携に努めな
ければならない。」

◎この法律の趣旨は、置き去りにされる被災者の支援
をしているボランティアと連携するという理解なのか？

多数派の被災者支援をしているボランティアとの連携な
のか？

（
15
・
5
・
11

朝
日
新
聞
）

関
東
・
東
北
豪
雨
水
害
の
茨
城
県
常
総
市
の
被

災
地
で
は
、
常
総
市
水
害
対
応
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
絡
会
議

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
約
６
０
団
体
加
盟
）が
常
総
市
に
提
案
書

を
提
出
し
た
！
！

１、被災者間格差を生まない対
応
（１）半壊認定世帯への財政的支援格差
への対応

（２）在宅避難者への食事・物資支援な
どへの対応

２、最低限の健康の確保に対す
る対応策
（１）避難所の環境についての対応
（２）提供される食事の栄養価への対応
（３）通院・通所・通学等への対応

３、人口流出を避けるための対応
策
（１）民間賃貸住宅（みなし仮設）の有効
活用

（２）被災を機に移動困難となった方へ
の対応

（３）常総市に暮らすことを誇りに思える
官民協働による対応

日本国憲法

第13条 すべて国民は、個人として尊重され
る。生命、自由及び幸福追求に対する国民
の権利については、公共の福祉に反しない
限り、立法その他の国政の上で、最大の尊
重を必要とする。
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「私は、このボランティア活動こそ、憲法理念の体現に墓
ならないと考えています。～中略～

まず一つ目ですが、ボランティア活動は国民主権の実
現と言うべきでしょう。～中略～
二つ目は、自己決定権の行使という意味です。～中略
～

三つ目に、公権力の干渉や厚遇を受けず、独立してい
るという点です。～中略～憲法89条では慈悲、博愛の

事業に公金を支出することを禁じています。これは、ボ
ランティア活動の独立性を考えてみると、たいへんうな
ずける規定です。～中略～

四つ目に、このようなボランティア活動の広がりが、憲法
前文にいう「国際社会において、名誉ある地位を占めた
い」との希望につながっているということです。」

（ 『大災害と法』（津久井進著、岩波新書、2012/7/20発行）

（
15
・10
・17

産
経
新
聞
茨
城
版
）

「本当に何も残ってないの。家も車も全て。その日に着ていた物
だけ。

あそこには松の木並木があったから、海が見えなかったの。で
もそれも１本を残して全部流れた。

遺体は傷だらけなの。みんな苦しそうで、こうやって万歳してた
り、叫んだ顔だったり、手をぐっと伸ばして助けを求めているよ
うな。みんな恐怖な様子で。男か女っていうのは遺体の上に張
られているからわかるの。だから、女性を探すときは女性しか
見ない。それでも本当に多くて。でも全部見るの。私たちが見つ
けてあげないと誰も見つけてあげられないからみんなが探すの。
ここ（避難所）にいる人みんながそれをしてるの。誰かが探さな
いと見つけてあげられないから。」「こんなつらい話をしてごめん
ね。でも誰かに話すことで自分を整理することができる。聞いて
くれてありがとう。ごめんね。」

（５月４日 女性 ６０代 ）

（
15
・
8
・
27

読
売
新
聞
）



2015/11/12

11

「
つ
ぶ
や
き
」の
内
容
分
析
か
ら
は
、
被
災

者
の
根
源
的
な
自
立
論
の
条
件
が
読
み
取

れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

自
立
の
条
件
を
高
め
る
た
め
の
、
足
湯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
社
会
的
仕
組
み
づ
く

り
を
、
私
た
ち
は
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
（
似
田
貝
香
門
・
東
大
名
誉
教
授
）

被
災
地
の
私
た
ち
は
、
自
ら
「
語
り
出
す
」「
学
ぶ
」

「
つ
な
が
る
」「
つ
く
る
」
「決
め
る
」行
動
を
重
ね
、

新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム
を
創
造
し
て
い
く
力
を
養
っ

て
い
く
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
自
身
の
復
興
の
道
を

踏
み
だ
し
て
い
く
こ
と
を
、
強
く
呼
び
か
け
る
。

（
15
・10
・27

毎
日
新
聞
夕
刊
）

「『私
た
ち
は
』じ
ゃ
な
く
『
私
は
』
と
語
る
こ
と
で
初

め
て
共
感
が
生
ま
れ
る
。
シ
ー
ル
ズ
は
団
体
と
し

て
意
思
表
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
主
権
者

と
し
て
声
を
上
げ
て
い
る
個
人
の
集
ま
り
で
す
か

ら
」

（関
西
学
院
大
学

３
年
生

大
野

至
）

（難
民
問
題
に
つ
い
て
）抑
圧
と
迫
害
に
悩
む
少

数
者
。
そ
れ
を
目
に
し
て
も
な
お
、
受
け
入
れ
る

こ
と
を
拒
む
多
数
者
。
そ
の
壁
を
越
え
る
方
法

は
、
ど
こ
か
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
（中
略
）

人
と
人
の
間
を
切
り
離
す
「壁
」
を
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
、
ど
ん
な
に
厳
し
い
こ
と

だ
と
し
て
も
。
閉
じ
込
め
ら
れ
た
「壁
」の
内
部
で

成
長
す
る
憎
悪
や
恐
怖
に
よ
っ
て
、
こ
の
社
会
が

崩
れ
落
ち
て
し
ま
う
前
に
。

（朝
日
新
聞
、
２
０
１
５
・１
０
・２
９

「論
壇
時
評
」

高
橋
源
一
郎･

作
家
）
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補完性の原理
個々の人間が自らの努力と創意によって成し遂げ

られることを、彼らから奪い取って共同体に委託す

ることが許されないと同様に、より小さく、より下

位の諸共同体が実施、遂行できることを、より大き

い、より高次の社会に委譲するのは不正である。

・・・・・・

社会のあらゆる活動は、その動機と本性のゆえに社

会の成員たちに補助を提供せねば成らず、彼らを破

壊し、吸収するようなことは決してあってはならな

い。

－1931年ローマ法王ピオ１１世の「社会回勅」－

応急対応

復旧・復興

被害軽減
備 え

被害抑止
開 発

地域自立の経済
地域分権

自然との共生

いのち

減災サイクル

（もう一人のいのち）

救援ボランティア

（最後の一人まで）
（たった一人のいのち）

（もう一つの社会）

復興ボランティア
予防ボランティア

共創ボランティア

2007/12/05 作成
2013/12/18 追加
2014･6･28 追加

発災
原発のいらない社会

（2011.5.30 朝日新聞夕刊）

ものの見方を変えれば、見えてくるものも違う！
その時々の初心忘するべからず！

阪神･淡路大震災から20年 KOBE 市民とNGOフォーラム 2015
～10のアクションプラン～

一、いのちを大切にしよう
どんなときでもいのちを大切にすることが大前提。自分のいのちだけでなく、
まわりのいのちも大切にしよう。

一、気軽にボランティアしてみよう
何もできないかもしれないけど、何かできるかもしれないと思って続けたら、
何でもできることに気づく。

一、できることは自分で、できないことは一緒に
個を尊重し、自分と向き合い、人とつながろう。

一、考えてつながろう、自然ともつながろう
一方的なつながりにならず、常に相手を想い、つながろう。人と人とのつな
がりだけでなく、自然ともつながろう。

一、声なき声を聴こう
一人ひとりに寄り添って声を聴こう。すべての人に目配り・気配り・心配りを
しよう。
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一、見えないモノ、見えないコトを考えよう
想像力を働かせて、目の前の人の問題を社会全体に拡げて考えよう。

一、時には“アホ”になってみよう
型にとらわれず、そこそこ自由な発想で行動しよう。そして、
相手の意見を尊重し、先入観にとらわれないように聞こう。

一、まずは一歩を踏み出して、小さな実践を重ねよう
頭でっかちに考えるのではなく、一歩踏み出して体験してみよう。
自分にとっての身近な実践を積み重ねよう。

一、「覚悟」を持って生きよう
一歩を踏み出すための勇気を持とう。

一、「いま」を大切に生きよう
過去、現在、未来のつながりを想像しよう。


